
真
言
宗

に
お
け
る

『
発
心
即
到
』

に

つ
い
て

栗

山

秀

純

I

真
言
宗

に
お
け
る

『発
心
即
到
』
の
問
題
は
、
宗
義
決
択

の
た
め
の

諸
論
義
書

に
お
い
て
成
仏
論

・
修
行
論

・
機
根
論
等
の
立
場
か
ら
種

々

(
1
)

論
じ
ら
れ

て
お
り
、
「発
心
即
到
」
「
上
根
上
智
」
「発
心
識
体
」
「
地
前

地
上
」
「初

地
即
極
」
「
三
密
具
不
具
」
「
三
品
悉
地
」
等

々
の
算
題
を

掲
げ
直
接

・
関
接
に
こ
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も

真
言
宗
所
被

の
機
根
の
中
に

『
発
心
即
到
』
の
機
の
あ
る
こ
と
を
認
め

て
い
る
点

に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の

『発

心
即
到
』
の
語
源
と
し
て
は
、
弘
法
大
師
空
海

(七
七
四

-
八
三
五
)
の

『
般
若
心
経
秘
M鍵
』
に

レ
 

ズ

ニ
 

ニ
シ
テ

チ

シ
 

ズ

ニ

テ

ヲ
 

ン
 

レ
バ

ニ

夫
仏
法
非
レ遙
心
中

即
近
。
真
如
非
レ外
棄
レ身
何
求
。
迷
悟
在
レ我
則
発
心

ス
レ
バ

 

チ

ル
 

レ
バ

ニ
 

ス
レ
バ

ニ

ス
(
2
)

即

到
。
明
暗
非
レ他
則
信
修

忽
証
。

(
3
)

と
説
か
れ

て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
諸
種
の

論
義
書
に
お

い
て

『発
心
即
到
』
を
論
ず
る
本
拠
は

『大
日
経
疏
』
第

一
に
十
九
執
金
剛
の
第
十

一
勝
迅
執
金
剛
を
釈
す
文
に

ト
バ

ク
 

ナ
リ
 

ハ

チ

レ
 

ナ
リ
 

ニ

ク

ス

第
十
一
勝
迅
執
金
剛
者
 
勝

謂
大
空
 
大
空
即
是
遍

一
切
処
 
故
能
起
二速

ヲ
 

ス
ル

ノ

ニ

ハ
 

ノ

ニ

チ

ズ
 

ヲ
 

ズ
シ
テ

ゼ

ヲ

疾
神

通

一也

住
二
此
乗

者
初

発
心

時

即

成
二
正
覚

一

不

レ
動
二
生
死

一而

ル
 

ニ

ニ
 

ル

ナ

リ
 

ト

(
4
)

至
二浬
繋
一故
名
二
勝
迅
一

と
説
か
れ
て
い
る
文

の
中
の

『
初
発
心
時
即
成
正

覚
』
を
問
題

と
し

て
、
無
修
行
成
仏
の
機
の
有
無
を
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
ま
、
諸

種
の
論
義
書

の
う
ち

そ
の
概
要
を
宥
快

(
一
三
四
五
-
一
四
一
六
)
の

『宗
義
決
択
集
』
第
八
に
よ
り
概
観
す
る
。

II

こ
の
論
義
は
、
真
言
行
人
が
最
初
発
心
の
時
に
修
行
を
用
い
ず
に
証

果
を
得
る
機
根
が
あ
る
か
否
か
を
論
ず
る
の
で
あ
る
が
、
難
答
両
者
の

中
難
方
は
発
心
即
到
の
機
な
し
と
主
張
し
、
答
者

は
発
心
即
到
の
機
も

あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

難
方
は
、
真
言
宗
所
依
の
経
論
に
説
か
れ
て
い
る
三
句
の
法
門
や
五

転
等
の
修
行
の
階
程
、
十
地
十
六
生
の
次
第
を
明
す
文
は
、
い
ず
れ
も

行
因
得
果
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
も
し
行
因
な
く
し
て
果
徳
を
得

真
言
宗

に
お
け
る

『
発

心
即
到
』

に

つ
い
て
 
(
栗

山
)
 

二
六

五
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真
言
宗
に
お
け
る

『
発
心
即
到
』

に

つ
い
て
 
(
栗

山
)
 

二
六
六

る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
は
か
え
つ
て
所
依
の
経
論
に
説
く
こ
れ
ら

三
句
、
五
転
の
功
徳
を
も
欠
く
こ
と
と
な
り
、
教
法
の
甚
深
の
義
趣
を

(5
)

示

さ

な

い

こ
と

に

な

る

と
論

じ
、

こ

れ

ら

の
証

と

し

て

『
菩
提

心
論

』
・

(
6
)
 

(7
)

『
大
日
経
疏
』
二
十
・
『
釈
摩
詞
術
論
』
二
等
の
文
を
挙
げ
修

行

に
よ

つ
て
成
仏
す
る
と
論
ず
る
の
で
あ
る
。

答
方
は
、
機
根
の
上
に
頓
漸
を
認
め
、
こ
れ
に
発
心
即
到
と
修
行
成

仏

の
二
機
根
を
立
て
難
方
が
引
証
し
た
証
文
は
い
ず
れ
も
修
行
成
仏
の

機
に
約
し
た
経
文
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
三
句

・
五
転
の
功
徳
も
発
心

を
因
と
し
て
果
徳
を
得
る
の
で
あ
る
か
ら
既
に
初
発
心
の
時
に
諸
徳
を

円
満
す
る
機
も
あ
る
と
論
じ
、
最
初
発
心
、
縷
発
心
に
よ
り
正
覚
を
得

る
こ
と
を
明
す
証
文
と
し
て

『
金
剛
頂
経
』
(不
空

(七
〇
五
-
七
七
四
)

(
8
)

訳
)
第

一
の
纏
発
心
菩
薩
の
内
証
を
説
く
文
、
『
大
日
経
疏
』M第

一
の
勝

(
9
)
 

(10
)

迅
金
剛

の
名
義
を
釈
す
る
文
、
『金
剛
頂
経
義
訳
』
等
の
文
を
引
証
し

そ
れ
ぞ
れ
修
行
を
用
い
ず
に
証
果
を
得
る
義
を
明
し
て
い
る
と
論
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。

III

い
ま
、

難
答
両
方
の
主
張
と
そ
の
根
拠
と
す
る
証
文
等
を
検
討
し
て

も
、

こ
れ
だ
け
で
は
何
故
発
心
即
到
し
得
る
か
と
い
う
具
体
的
説
明
に

は
な
ら
な

い
。
こ
こ
で
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
の
は
、
初
発
心
の
時

何
故
正
覚

を
成
ず
る
こ
と
が
出
来
る
か
、
す
な
わ
ち
こ
こ
に
説
く
初
発

心
に
は
ど

の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
(
1
)
初
発
心
の
位
、
(
2
)
初
発
心
時
の
修
行
の
有
無
、

に
つ
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1)
に
つ
い
て
弘
法
大
師
は

『秘
蔵
宝
鍮
』
巻
下

に
第
九
住
心
を
明
し

て
い
る
文
の
中
に
、

テ

ニ

テ

ル
 

テ

ル

ト

ノ

ノ

レ
バ

ノ

ニ

等
空
之
心
於
レ是
始
起

寂
滅
之
果
。
果
還
為
レ因
、
是
因
是
心
望
二前
顕
教
一

ナ
リ
 

テ

ハ

ノ
 

ニ
 

ナ
リ
 

ノ

ニ

チ

ス
ル
コ
ト
 

ヲ
 

ク
 

レ
 

(
1
1
)

極
果

於
二後
秘
心
一初
心

初
発
心
時
便
成
二

正
覚
一

宜
二其
然
一也

と
説
き

『
大
日
経
硫
』
第
二
の
三
劫
段
に
お
い
て
三
劫
に
時
分
と
妄
執

と
の
二
義
あ
る
こ
と
を
説
い
て

テ

ノ

 
ヲ

 

ノ

ヲ

ズ
ト
ハ
 

テ
 

ヲ

セ
バ
 

ノ

ト

越

二
世
間

三
妄

執

一出
世
間

心
生
者
 
若

以
二浄
菩

提
心

一

為

二
出
世
間

心

一

チ

レ
 

ス
ル
 

ヲ
 

ノ

ナ
リ
 

ニ
 
ニ
 

ト

リ

即
是
超

二越

三
劫

一喩
舐
行

梵
云
二
劫
肢

一有
二
二
義

一

一
者

時

分
、

二
者

ナ
リ
 

シ
 

ニ

レ
バ

ノ
 

ヲ
 

チ
 

ニ
 

ス
 

ゾ

ゼ
ン
ヤ
 

ヲ

妄
執
…
…
中

略
…
…
若

一
生
度
二
此
三
妄
執

一
則

一
生
成
仏

何
論
二
時

分
一

(12
)
算

と
明
し
、

こ
の
劫
肢

(k
alp
a)
に

つ
い
て
顕
教
に
は
時
分
と
見
、
密
教

で
は
妄
執
と
す
る
と
し
、
さ
ら
に
こ
の
三
劫
を
鹿
、
細
、
極
細
の
三
妄

執
と
し
て
い
る
。

い
ま
こ
れ
を
同
じ
く

『
大
日
経
疏
』
に
説
く
六
無
畏

及
び
弘
法
大
師
の
十
住
心
に
配
釈
す
る
と
、
第

一
の
鹿
妄

執
で
は
声

聞

・
縁
覚

の
位
に
至
り
、
人
執
の
惑
を
断
ず
る
と
す
る

(善
無
畏
・
身
無

畏
・
無
我
無
畏
・
法
無
畏
)
。
第
二
の
細
妄
執
で
は
、
法
相
、
三
論

の
位

に
至
り
、
法
執
の
惑
を
断
ず
る
と
す
る

(法
無
我
無
畏
)
。
第
三
の
極
細

妄
執
で
は
、
華
夫
両

一
乗
の
位
い
で
あ
る
法
界
平
等

の
境
地
に
至
り
、

さ
ら
に
真
言
乗
の
諸
法
本
不
生
の
観

に
住
す
る

(
一
切
法
平
等
無
畏
)
。

す
な
わ
ち
、

こ
の
三
劫
を
超
越
す
れ
ば
初
地
の
菩
薩
の
位
に
住
し
、

一
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生
に
成
仏
す
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
初
発
心
の
位
い
と
は
、
初
地
発
心
と
す
る
の
が
宗
意

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
発
心
に
関
し
て
、
論
義
書
で
は
さ
ら

に
発
心

の
識
体
を
論
じ
、
そ
れ
を
第
六
意
識
と
す
る
か
、
第
八
阿
羅
耶

(13
)

識
と
す
る
か
を
弁
じ
、
発
心
即
到
か
ら
は
、
さ
ら
に
初
地
即
極
の
問
題

(14
)

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(2)
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
頼
喩

(
一
二
二
六
-
一
三
〇
四
)
は

『
大
疏

愚
草
』
第
三

(四
十
五
丁
)
に
お
い
て
、
発
心
即
到
と
初
地
即
極
と
を
合

せ
論
じ

て
い
る
が
、
宥
快

の

『宗
義
決
択
集
』
第
八

(三
十
一
丁
)
や
呆

宝

(
一三

〇
六
-
一
三
六
二
)
の

『
伝
宝
記
』
第
二

(二
丁
)
等
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
よ
う
に

一
応
の
弁
別
の
上
に
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

レ
ハ

ニ
 

ス
レ
バ
 

ニ

ス

し
て
、
弘
法
大
師
も

「
明
暗
非
レ他
則
信
修

忽
証
」
と
明

さ
れ
て
い

る
よ
う

に
、
発

心
後
の
修
行
に
つ
い
て
は
諸
師
共
に
認
め
て
お
り
、
発

心
以
後

に
修
行
を
必
要
と
し
な
い
と
い
う
意
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ

(
1
5
)
る
。そ

れ

で
は
、
真
言
宗
に
お
け
る
最
初
発
心
が
何
故
初
地
菩
薩
の
位
い

で
あ
る

と
言
わ
れ
る
か
に
つ
い
て
さ
ら
に

一
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

そ
れ

は
、
発
心
の
意
義
が
、
最
初
は
仏
陀
釈
尊
を
理
想
と
し
、
そ
れ

と
同
等

の
さ
と
り
を
求
め
る
心
を
発
す
こ
と
に
始
り
、
次
第
に
仏
陀
釈

尊
の
教
化
の
意
趣
が

一
切
衆
生
を
成
仏
せ
し
め
る
点
に
あ

つ
た
と
し
、

そ
こ
に
二
利
の
菩
薩
行
が
生
れ
、
こ
の
菩
薩
行
を
修
す
る
こ
と

へ
の
自

覚
に
よ
り
さ
ら
に
こ
の
菩
薩
行

へ
の
発
心
の
意
義
が
強
調
さ
れ
る
よ
う

(16
)

に
な
つ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を

『大
乗
荘

厳
経
論
』
発

心
品
に

は
、
発
心
が
自
利

・
利
他

の
二
利
の
恩

(ceta
a
)
に
よ
る
と
説
き
、

次
第
に
こ
の
菩
薩
道
を
修
行
し
よ
う
と
す
る
心
を
発
す
こ
と
が
重
要
視

さ
れ
、
こ
の
心
を
発
起
し
た
も
の
が
菩
薩
と
称
さ
れ
、
仏
陀
と
ひ
と
し

い
悟
り
に
到
る
者
と
見
な
さ
れ
、

つ
い
に
は
、
「初
発
心
時
便
成
正
覚
」

と
断
言
さ
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
。

真
言
宗
の
菩
提
心
は
、
『
大
日
経
』
住
心
品
に
、
真
言
行

人

の
求

め

る
と
こ
ろ
の
菩
提
を

『
如
実
知
自
心
』
の
心
構
え
で
自
心
に
求
め
る
べ

き
で
あ
る
と
説
き
、
三
旬
の
法
門
等
の
理
を
も

つ
て
明
し
て
い
る

の
で

あ
る
が
、
何
故
自
心
に
菩
提
と

一
切
智
々
を
求
め
得
る
か
を

「
本
性
清

浄
故
」
と
説
き
、
自
心
の
浄
菩
提
心
を
発
得
す
る
こ
と
が
、
真
言
行
人

の
心
相
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
住
心
品
に
お
い

て
は

『求
め
る
と
こ
ろ
の
菩
提
心
』
を
示
し
て
、
菩
提
心
の
あ
り
か
を

理
論
的
に
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対

し
、
『
菩
提
心
論
』
に

は
、
勝
義
、
行
願
、
三
摩
地
の
三
種
菩
提
心
を
説
い
て
い
る
が
、

そ
れ

は
最
終
的
に
は
、
本
有

の
菩
提
心
を
開
発
す
る
た
め
の
月
輪
観
等

の
三

摩
地
心
の
証
得
に
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
本
有

本
覚
と
し
て
の
菩
提
心
発
得
の
起
因
を
そ
の
実
践
門
の
立
場
か
ら
説
い

て
、

真
言
宗

に
お
け
る

『
発

心
即
到
』

に
つ
い
て
 
(
栗

山
)
 

二
六
七

-774-



真
言
宗

に
お
け
る

『
発

心
即
到
』

に
つ
い
て
 
(栗

山
)
 

二
六
八

ニ
 

シ
 

ス
 

ノ
 

ヲ
シ
テ

ス
ル
コ
ト

ヒノ

 
ヲ

シ

シ

 

ノ
(17
)

我
当
レ利
二益
安
三楽
無
余
有
情
界
一

観
二

十
方
含
識
一猶
如
二己
身
一

と
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
菩
提
心
を
発
起
す
る
原
因
は
慈
悲
心
で
あ
る

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が

つ
て
、
た
だ
理
と
し
て
人
法
に
対
す
る
執
着
を
離
れ
る
だ
け

で
は
な
く

て
、
積
極
的
に
有
情
界
に
働
き
か
け
る
た
め
に
こ
の
三
摩
地

の
法
門
が
説
か
れ
、

こ
の
実
践
に
よ
り
初
め
て
仏

と
全
く
平
等

と
な

り
、
初
発

に
お
い
て
菩
薩
の
位
に
住
し
、
さ
ら
に
任
運
無
作
無
功
用
の

究
極
の
方
便
道
に
お
け
る
活
動
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

V

真
言
宗
に
お
け
る
機
根
観
の
中
で
、
発
心
即
到
の

一
類
を
認
め
る
因

由
も
こ
の
菩
提
心
観
の
中
に
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
乗
菩
薩
道

思
想
に
お

い
て
菩
薩
の
位

い
を
決
定
す
る
の
は
、
大
慈
悲
心
の
自
覚
に

よ
る
発
心

で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
発
心
を
重
視
し
そ
の
究
極
的
な
表
現

が
、
こ
の
発
心
即
到
の
提
唱
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
論
に
お
い
て
は
真
言
宗
に
お
け
る
発
菩
提
心
に
関
し
て
そ

の
最
も
特
徴
あ
る
主
張
で
あ
る

『発
心
即
到
』
の
算
題
を
中
心
に
検
討

し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
た
だ
真
言
宗
独
特
の
し
か
も
空
理
空
論

で
な
い
こ
と
を
確
認
し
、

こ
の
思
想
の
原
点
を
広
く
大
乗
仏
教
思
想
の

変
還
の
中

に
見
い
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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頼
喩

(
一
二
二
五
-
二

二
〇
四
)
『大
疏
愚
草
』
三
・
頼
宝

(
一
二
七

九
-
一
三
三
〇
)
『
真
言
本
母
集
』
三
十
二
・
呆
宝

(
一
三
〇
六
-
一
三

六
二
)
『
伝
宝
記
』
二

・
聖
憲
(
一
三
〇
七
-
一

三
九
二
)
『
大
疏

第
三
重
』

三

・
長
覚

(
一
三
四
〇
-
一

四

一
六
)
『
大
疏
指

南

砂
』

一
・
宥

快

(
一

三
四
五
-
一

四

一
六
)
『
宗
義
決
択
集
』
八
等
に
詳
細

に
論

じ
ら
れ

て
い
る
。

2
 
弘
法
大
師
全
集

(
以
下
弘
全
)
、
I
、
五
五
四
。

3
 

こ
の
文

は
、
支
那
天
台
第
九
祖
妙
楽
大
師
湛
然

(
七

一
一
-
七

八
二
)

門
下

の
明
膿

(
寂
年

・
寿
共

に
不
祥
)

の

『
般
若
心
経
疏
』
(
大

日
本

続

蔵
経
第

一
輯

・
第
四
十

一
巻

・
第
四
冊

・
三
二
八

・
左

・
下
)

の
文

を
弘

法
大
師

が
引
用

し
た
も

の
。

4
 

大
正
新
脩
大
蔵
経

(
以
下
大
正
)
、
三
十
九
、

五
八

一
、
c
。

ソ

ス
ル
 

ヲ

ハ

ニ
 

ニ

シ
テ
 

ヲ
 

ス
 

ノ

ヲ

5
 

凡
修

二習
喩
伽
観
行

一人
当
須
下
具
修
三
二
密
行

一証
中
悟

五
相

成

身
義
上
也

(
大
正
、
三
十

二
、
五
七
二
、

c
)
。

シ
 

テ
 

ノ

ミ
 

ニ

セ
 

ヲ
 

ニ
 

ヲ

6

 

若

但
有

二
菩

提

心

一而

不

三
具

修
二
万

行

一終

不

レ
成

レ
果

(
大

正
、

三
十

九
。

七

八

八
。

a
)
。

ハ

ナ
リ
 

ハ

ナ
リ
 
シ

バ
 

チ
ラ
ン
 

バ

7
 
行
因
能
起
。

果
徳
所
起
。

若
無
二
起
因

一即
無
二
能

入
一
若

無
二
能

入
一
不

ヲ

レ得

二所

入

一
(
大

正
。

三
十

二
、

六

〇

七

・
a
)
。

ル
ガ

ニ
 

ス
ル
ニ
 
ニ
 
ク
 
ズ
 

ヲ

8
 

由
二纏
発

心
一
故
能
転
二
妙

法
輪
一
(
大
正
、
十

八
、
二

一
一
、
c
)
。

ス
ル

ノ

ニ
 

ハ
 

ノ

ニ

チ

ジ
 

ヲ
 

シ
テ

ゼ
 

ヲ
 

ル
 

ニ

9
 

住

二
此
乗

一者

 

初

発

心
時

即

成

二
正
覚

一 

不

レ
動

二
生

死

一
而

至

二
浬

架

一

(
大

正
、

三
十

九
。

五

八

一
、

c
)
。

リ
 

チ

ズ
 

ヲ
 

ニ
シ
テ
 

ニ
 

ナリ

10
 
従
二
初
発

心
一便
成
二
正
覚

一 

常
住
二
仏
乗

一智
用
無
擬

(
大
正
、
三
十
九
、

八

一
七
、

a
)
。

11
 
弘
全

I
、

四
六
〇
。

12
 

大
正
 

三
十

九
、
六
〇
〇
、

c
。

13

『
大
疏
第
三
重
』

五

(
聖
憲
)
に
は
第
六
識

と
し

『
宗

義

決
択

集

』
八

(
宥
快
)

に
は
第
八
識
と
主
張
す
る
。

14
 

三
句
に

つ
い
て
は
、
『
大
日
経
』

(
大
正
、
十

八
、
一
、b
)
『
大
日
経
疏
』

(
大
正
、

三
十
九
、

五
八
六
、

b
)

に
説
か
れ
て
い
る
が
、

こ
れ

に
っ
い

て
古
来
四
重
秘
釈

や
長

の
三
句
、
短

の
三
旬
等

の
解
釈

も
な

さ
れ

て
い
る
。

15
 
修
行
論
に

つ
い
て
は
、
古
来

か
ら
三
密
具
不
具

(
三
密
具
闘
)
、
本
有

修
生

(
東
因
発
心

・
中
因
発

心
)
等

の
論
義

が
な
さ
れ

て

い
る
。
『
密

教

学

研
究
』
第

二
号

一

一
一
頁

「
根
嶺
聖
憲
師

の
三
密

具
閾
説
」
拙
稿
。

16
 
大
正
、

三
十

軌
、
五
九
五
、
c
。
17
 
大

正
、

三
十

二
、
五
七
二
、
c
。
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